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凡
例　
時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
容
＝
内
容　
対
＝
対
象　
条
＝
条
件　
員
＝
定
員　
数
＝
数
量　
額
＝
支
給
・
助
成
額
な
ど　
料
＝
料
金

　
　
　
募
＝
募
集
期
間
・
方
法　
受
＝
受
付　
持
＝
持
参
す
る
も
の　
問
＝
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
社
会
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

	

０
８
５
７-

20-

３
４
５
３
（
①
）

	

０
８
５
７-

20-

３
４
４
９
（
②
・
③
）

	

０
８
５
７-

20-

３
４
０
４

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
（

 

12
ペ
ー
ジ
）

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（

 

12
ペ
ー
ジ
）

【
①
生
活
管
理
指
導
員
派
遣
サ
ー
ビ
ス
】

容
日
常
生
活
を
自
立
的
に
行
え
る
見
込
み

が
あ
る
人
に
、
指
導
員
を
派
遣
し
、
調
理
や

掃
除
の
補
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

対
生
活

機
能
の
低
下
が
認
め
ら
れ
る
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
高
齢
者
（
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
・

総
合
事
業
対
象
者
を
除
く
）　

料
１
９
４
円

／
30
分
（
１
・
５
時
間
／
週
ま
で
）

※
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

【
②
鳥
取
市
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８
】

時
10
月
13
日
（
土
）
13:

30
〜
16:

00

所
さ
ざ
ん
か
会
館
５
階
大
会
議
室

容
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
深
め
、

認
知
症
の
人
と
と
も
に
暮
ら
す
地
域
づ
く
り

を
め
ざ
し
て　

▽
講
演
：「
み
ん
な
が
笑
顔

に
な
る
認
知
症
の
は
な
し
」　

講
師
：
竹た

け
だ田

伸し
ん
や也
さ
ん
（
鳥
取
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
臨
床
心
理
学
専
攻
准
教
授
）　

▽
発
表
：

～
認
知
症
と
と
も
に
自
分
ら
し
く
く
ら
す
～

「
認
知
症
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し
い
生
き
方

を
考
え
る
サ
ロ
ン
」　

発
表
者
：
藤ふ

じ
た
か
ず
こ

田
和
子

さ
ん
（
日
本
認
知
症
本
人
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
代
表
理
事
）
ほ
か　

員
２
０
０
人

料
無
料

【
③
認
知
症
介
護
家
族
の
集
い
】

時
10
月
12
日
（
金
）
10:

00
〜
12:

00

所
さ
ざ
ん
か
会
館
（
富
安
二
丁
目
）　

容
認
知
症
の
問
題
や
介
護
の
悩
み
な
ど
の

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
交
流
を
す
る
場　

料
無
料

　

認
知
症
に
関
す
る
相
談
は
各
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
次
の
各
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け

て
い
ま
す
。

認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

毎
週
月
〜
金　

10:

00
〜
18:

00

	

０
８
５
９-

37-

６
６
１
１

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

	

０
８
５
７-

39-

１
１
５
１

家
族
介
護
者
の
集
い　
　
　
　
　

｢

ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル｣

時
10
月
17
日
（
水
）
10:

00
～
12:

00

所
さ
ざ
ん
か
会
館
３
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室　

対
家
族
介
護
者
ま
た
は
介
護
に
関
心
の
あ
る

人　

容
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
を
囲

ん
で
の
情
報
交
換
会
「
独
居
で
も
介
護
を
受

け
つ
つ
最
後
ま
で
在
宅
で
」　

料
２
０
０
円　

募
10
月
15
日
（
月
）
ま
で

問
ス
マ
イ
ル
・
ス
マ
イ
ル
事
務
局
（
長
寿

社
会
課
内
）

	

０
８
５
７-

20-

３
４
４
９

	

０
８
５
７-

20-

３
４
０
４

鳥
取
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
生
活
援
助
型
）
の
協

力
会
員
募
集

　

高
齢
者
が
地
域
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
簡
単
な
家
事
な
ど
の
援
助
を
行
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
生

活
援
助
型
）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
要
望
に

応
じ
て
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問
し
、
援
助
す

る
協
力
会
員
（
報
酬
あ
り
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。 

容
食
事
の
準
備
・
後
片
付
け
、掃
除
、

病
院
な
ど
へ
の
付
き
添
い
な
ど
の
軽
度
で
専

門
性
を
要
し
な
い
も
の　

※
登
録
料
お
よ
び

会
費
無
料

時　
　
間　
　
帯

報
酬（
１
時
間
あ
た
り
）

平
日　

７:

00
〜
20:

00

６
０
０
円

平
日　

20:

00
〜
７:

00

８
０
０
円

土
日
・
祝
日　

終
日

12
月
29
日
～
１
月
３
日  

終
日

問
鳥
取
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
（
鳥
取
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

	

０
８
５
７-

22-

７
４
７
４

	

０
８
５
７-

39-

２
７
６
２

問	

各
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

	

国
府
町  

 

０
８
５
７-

22-

１
８
８
０

	

福
部
町  

 

０
８
５
７-

75-

２
３
３
７

	

河
原
町  

 

０
８
５
８-

76-

３
１
２
５

	

用
瀬
町  

 

０
８
５
８-

87-

２
３
０
２

	

佐
治
町  

 

０
８
５
８-

89-

１
０
２
２

	

気
高
町  

 

０
８
５
７-

82-

２
７
２
７

	

鹿
野
町  

 

０
８
５
７-

84-

３
１
１
３

	

青
谷
町  

 

０
８
５
７-

85-

０
２
２
０

第
10
回
て
ん
か
ん
記
念
講
演
会

時
10
月
20
日
（
土
）
13:

30
～
15:

30

所
と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
第
4
会
議
室

容
▽
テ
ー
マ
：「
て
ん
か
ん
」　

そ
し
て
私
た

ち
は　

い
ま　

▽
講
演　

講
師
：
植う

え
た田
俊と

し
ゆ
き幸

さ
ん
（
鳥
取
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）　

▽
交
流
会
：
当
事
者
の
体
験
談
、
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
（
発
作
対
応
の
実
演
）、
質
問
コ
ー
ナ
ー　

料
無
料

問
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
フ
レ
ン
ズ
事

務
局
（
山
根
）

	

０
９
０-

４
４
４
８-

２
３
９
１

福　
　
祉

認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト　
　
　
　
　
　

Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ 

鳥
取

時
10
月
21
日
（
日
）
13:

30
～
16:

00

容
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
認
知
症

の
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
、
み
ん
な
で
タ
ス

キ
を
つ
な
い
で
、
日
本
を
横
断
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。み
な
さ
ん
の
応
援
で
、ラ
ン
ナ
ー

が
走
る
沿
道
を
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
め
て
く
だ

さ
い
。 

▽
コ
ー
ス
：
鳥
取
県
庁
ス
タ
ー
ト

〜
風
紋
広
場
〜
き
な
ん
せ
広
場
〜
鳥
取
県
庁

問
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
実
行
委
員
（
金
谷
）

	

０
８
０-

２
９
０
６-

８
４
６
１

人
権
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
講
座

時
10
月
31
日
（
水
）
13:

30
～
15:

30

所
人
権
交
流
プ
ラ
ザ
（
幸
町
）　

容
「
部

落
差
別
解
消
推
進
法
と
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解

消
法
」　

講
師
：
金キ

ム
サ
ン
ギ
ュ
ン

尚
均
さ
ん
（
龍
谷
大
学

法
学
部
教
授
）

問
中
央
人
権
福
祉
セ
ン
タ
ー

	

０
８
５
７-

24-

８
２
４
１

	

０
８
５
７-

24-

８
０
６
７

お
知
ら
せ

鳥
取
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員 

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

時
10
月
20
日
（
土
）
〜
11
月
３
日
（
土
・
祝
）

所
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

容
平
成
30

年
９
月
１
日
現
在
で
調
製
し
た
鳥
取
海
区
漁

業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

※
こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
鳥
取

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙
の
投
票
が

で
き
ま
せ
ん
。登
録
漏
れ
や
誤
り
が
あ
れ
ば
、

こ
の
期
間
中
に
異
議
の
申
出
が
で
き
ま
す
。

問	

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

	
０
８
５
７-

20-

３
３
８
６

	
０
８
５
７-

20-

３
０
５
１

鳥
取
地
域
一
斉
清
掃

時
10
月
21
日
（
日
）

※
ご
み
は
翌
22
日
〜
11
月
２
日
ま
で
の
間
に

収
集
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

◆
ご
み
は
町
内
会
で
決
め
ら
れ
た
一
斉
清
掃

用
の
集
積
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
び
ん
・
缶
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
分
別
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
家
庭
ご
み
や
家
電
製
品
、
大
型
ご
み
、
タ

イ
ヤ
な
ど
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
秋
は
汚
泥
を
収
集
し
ま
せ
ん
。

※
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
、
無
理
の
な
い
範
囲

で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

問	

鳥
取
市
市
民
運
動
推
進
協
議
会
（
協
働

推
進
課
内
）

	

０
８
５
７-

20-

３
１
８
２

	

０
８
５
７-

21-

１
５
９
４

ふ
る
さ
と
の
映
像
を
見
る
会

容
ふ
る
さ
と
に
関
す
る
昔
な
つ
か
し
の
映

像
を
上
映　

上
映
予
定
：（
１
）四
恩
の
母〝
中

野
久
子
〟（
昭
和
56
年
製
作
）　
（
２
）
用
瀬

町〝
過
疎
の
村
に
生
き
る
〟（
昭
和
59
年
製
作
）

時
10
月
18
日
（
木
）
10:

00
〜
、
14:

00
〜

所
鳥
取
市
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

料
無
料　

※
事
前
申
込
み
不
要

問	

鳥
取
市
文
化
セ
ン
タ
ー

	

０
８
５
７-

27-

５
１
８
１

	

０
８
５
７-

27-

５
１
５
４

付加保険料で年金額アップ!
　国民年金の付加保険料の制度は、第 1 号
被保険者および任意加入被保険者が対象で、月々の保険料
に 400 円上乗せして納めると、納付額に応じて、65 歳か
らもらえる老齢基礎年金の受給額がアップするというもの
です（第 3 号被保険者、国民年金基金に加入している人は
ご利用いただけません）。
◆付加年金（年間受け取り額）の計算式
　200 円×付加保険料納付月数＝付加年金額（年額）
　例えば、付加保険料を 10 年間納めると、納付額は 400
円× 120 月＝ 48000 円です。1 年間に受け取る付加年金
は 200 円× 120 月＝ 24000 円となり、2 年間でご自身が
支払った額と同額になります。このように、２年間でもと
がとれるとてもお得な制度です。
　納付を希望される人は手続きが必要です。駅南庁舎 22
番〈国民年金〉の窓口、または鳥取年金事務所へお越しく
ださい。
年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある人へ

「追納」をおすすめします！
お申し込みは、年金事務所へ
　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、
納付猶予、学生納付特例の承認を受けられた期間がある場
合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（65 歳
から受けられる年金）の受け取り額が少なくなります。
　将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、免除等の
承認を受けた期間の保険料については、10 年以内であれば、
あとから納めること（追納）ができます。
　ただし、免除などの承認を受けられた期間の翌年度から
起算して 3 年度目以降の追納の場合、当時の保険料額に一
定の加算額が上乗せされます。
　追納は、古い月のものから納付することとなりますが、
次の点にご注意ください。
◎一部免除を受けた期間は、納付すべき保険料が納付され

ていなければ追納はできません。
◎「法定免除・申請免除期間」が「納付猶予・学生納付特

例期間」より先に経過した月分である場合は、どちらを
優先して納めるか本人が選択できます。

問	鳥取年金事務所   0857-27-8311
問	駅南庁舎保険年金課

	0857-20-3484   0857-20-3407


